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第45回日本臨床薬理学会学術総会
The 45th Annual Scientific Meeting of the Japanese Society of Clinical Pharmacology and Therapeutics
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学会日程表〔2日目 12月14日（土）〕

8:50
シンポジウム23

GCP違反はなぜ生じるか？
GCP違反を防ぐために！
座長：前田 実花、佐藤 淳子

10:30 シンポジウム28
臨床研究支援組織（ARO）職員のキャリアの魅力
と課題を考える ～日本臨床薬理学会 認定臨床研究
専門職制度による認定開始とその先を見据えて～
座長：植田 真一郎、田野島 玲大

12:10 13:20　特別講演1
国際規制調和の観点から治験・
臨床試験制度の改革と展開
座長：志賀 　剛
演者：笠貫 　宏

14:30　特別講演2
医学部における処方スキルのシミュ
レーション教育　Prescribing Safety 
Assessment in UK and JAPAN
座長：志賀 剛　
演者：Simon Maxwell、植田 真一郎

15:40　　会長講演
臨床における
臨床薬理学
座長：景山 茂
演者：志賀 剛

16:20
シンポジウム38

臨床試験をDCT、PPI、RBAという
多面的な側面から考える
座長：花岡 英紀、植田 真一郎

8:50
シンポジウム24

2024年度地方会からみた
臨床薬理の今

座長：山本 洋一、志賀 剛

10:30 シンポジウム29
診療における薬理遺伝学検査の現状と課題：
診療報酬を算定できない薬理遺伝学検査を

臨床現場で如何に活用すべきか？
座長：寺田 智祐、新岡 丈典

12:10 13:20
シンポジウム33

ICH-E19が治験にもた
らすインパクトは？

座長：植田 真一郎、池原 由美

14:30 スポンサードシンポジウム2
ファーマコゲノミクス情報の活用を考える
～医薬品の研究開発から販売後調査まで～
座長：平塚　真弘
演者：田中　庸一、福永　航也、鈴木　玄樹
共催：サーモフィッシャーサイエンティフィック

15:40
教育講演21

ワクチン疫学研究：有効性評
価の原理と方法論
座長：湯地 晃一郎
演者：原 めぐみ　

16:50
シンポジウム41

臨床薬理学会×日経DI　みんなで語ろ
う！　ポリファーマシーカンファレンス2

座長：志賀 剛

8:50
シンポジウム25

ベッドサイドの臨床薬理学
座長：原田 和博、西尾 信一郎

11:00　 教育講演17
ICH-GCP改訂は日本の臨床試
験環境に何をもたらすか？
～ICH E6(R3)ガイドラインの
最新動向の共有と今後の展望～

12:10 13:20 SNSセッション
臨床薬理学会のこれから
～新しい理念の共有と実践、
そのための情報発信～
座長：木田 圭亮、前田 実花

14:30
ジョイントシンポジウム2

小児臨床薬理学分野におけるキャリアパスと人材育成
―薬剤師・医師・研究者それぞれの立場から―
座長：齊藤 順平、田野島 玲大

16:20
ジョイントシンポジウム4

日本における感染症治療薬の供給体制に
内在する課題と対策

座長：小池 竜司、古賀 道子

8:50　 教育講演11
患者報告アウトカム（PRO）の

理解と活用に向けて一歩踏み出そう
座長：竹ノ下 祥子
演者：川口 崇　　

9:55　 教育講演14
CRC調整業務の‘quality’をデザインする　―プロ
フェッショナルとしてのパワーアップを目指して―
座長：岩田 香苗 　　　　　
演者：今野 浩一、小林 典子

11:00　 教育講演18
CRCが知っておくべき
臨床試験の欠測データ
座長：西川 正子
演者：水澤 純基

12:10 14:30　 教育講演20
ニューノーマル時代にマッチ
した研究支援者の養成　
～若手、ビギナーの研究支
援者を対象として～

16:20
ワークショップ3

CRCが日々の業務で感じる、ちょっとした『？（疑問）』
を他施設CRCと一緒に『！（気づき）』に変えてみよう

座長：渡邉 律、竹ノ下 祥子

8:50　 教育講演12
クスリがみえるシリーズ
「認知症治療薬」
座長：加藤 正樹
演者：古郡 規雄

9:55　 教育講演15
クスリがみえるシリーズ

「呼吸器系治療薬　吸入製剤の進歩」
座長：乾 直輝 　　　　　
演者：平 大樹、安井 秀樹

11:00　 教育講演19
クスリがみえるシリー
ズ「核酸医薬をはじ
めとした新たな脂質
異常症治療薬の概要」

12:10 14:30
ジョイントシンポジウム3

医師と薬剤師で、臨床薬理学的視点
から腫瘍循環器を考える90分
座長：木田 圭亮、藤堂 真紀

16:20
シンポジウム39
循環器系疾患における
抗炎症薬の有効性と展望

座長：蓮沼 智子、松下（武藤）明子

8:50　 教育講演13
クスリがみえるシリーズ
「小児の薬の使い方」
座長：河田 興　
演者：庄司 健介

9:55　 教育講演16
うつ病の薬物療法の理想と現実
―PGxの現状とガイドラインから
読み解く抗うつ薬の可能性―
座長：古郡 規雄
演者：加藤 正樹

11:00
シンポジウム32
臨床薬理学から考える
女性アスリートとスポーツ
座長：蓮沼 智子、鈴木 秀典

14:30
シンポジウム34

女性医師のキャリアから
みた臨床薬理学

座長：蓮沼 智子、安藤 仁

16:20
ワークショップ4

会長企画　フォーミュラリー作成ワークショッ
プ～自施設で活用できるフォーミュラリー構築
プロセスを体験しよう～　（FINDAT協力）
座長：今井 　靖、岩澤 真紀子

8:50
シンポジウム26

我が国におけるドラッグリポジショ
ニングへの挑戦と課題
座長：上村 尚人

10:30
シンポジウム30

IQ Clinical Pharmacology Leadership Group 
Symposium ‒ DDI Predictive Modeling
座長：上村 尚人、吉次 広如

12:10 14:30
シンポジウム35

新学術としての宇宙薬理・臨床薬理学
座長：藤田 朋恵、和田 孝一郎

16:20
シンポジウム40

これでいいのか日本の高血圧治療：最新知見、
ガイドライン改訂、診療報酬改定から考える

座長：大屋 祐輔、勝谷 友宏

8:50
シンポジウム27

看護で必要とされる臨床薬理学教育：
看護基礎教育から実践まで
座長：柳田 俊彦、矢野 良一

10:30
シンポジウム31

認定薬剤師制度委員会企画
臨床薬理学会認定薬剤師の薬物療法への貢献

座長：矢野 育子、辻 泰弘

14:30
シンポジウム36

日本の被験者保護を考えるII
座長：山本　洋一、稲野　彰洋

16:00
シンポジウム37

第3回カルシウムセンシタイザー研究会
座長：國原 孝、松田 直之、福田 紀男

筒井 裕之、小野 稔 　　

8:50
一般演題（口演）6

薬物動態・薬力学／TDM2
座長：木村 利美
　　　三原 潔　

9:55
一般演題（口演）7

薬物有害反応／薬物相互作用
座長：斎藤 嘉朗
　　　菅原 満　

11:00
優秀発表賞審査セッション2

優秀演題2
座長：松本 直樹
　　　奥田 真弘

14:30
一般演題（口演）8
臨床試験／PPI
座長：花岡 英紀
　　　浅野 健人

15:35
一般演題（口演）9

臨床1
座長：金子 開知
　　　荒川 泰弘

16:40
一般演題（口演）10

臨床2
座長：大谷 直由
　　　下方 智也

13:20

ランチョンセミナー7
ドラッグロスを無くせ

座長：蓮沼 智子　
演者：熊谷 雄治、川口 敦弘
　　　古川 俊治、降旗 謙一
共催：臨床試験受託事業協会

ランチョンセミナー8
健康食品の安全性・有効性を科学する
座長：中井 正晃　演者：唐木 英明
共催：サントリーウエルネス株式会社

ランチョンセミナー9
電子ワークシートによる治験業務改革 

～電子カルテ連携の業務効率化と課題について～
座長：石井 智徳　演者：徳増 裕宣
共催：リアルワールドデータ株式会社

ランチョンセミナー10
MR活動の実態とMRの資質を

支えるMR認定制度
座長：川井 真　演者：川久保 孝
共催：公益財団法人MR認定センター

ランチョンセミナー11
糖尿病関連腎臓病のマネジメ
ント　～カナグルへの期待～
座長：西村 理明　演者：川浪 大治
共催：田辺三菱製薬株式会社

ランチョンセミナー12
NO吸入療法の実際について
座長：成川 衛　演者：長坂 安子
共催：マリンクロットファーマ株式会社

座長：山本 洋一
演者：小室 美子

座長：吉田 博　　
演者：小倉 正恒、
　　岡崎 啓明
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座長：矢野 育子、辻 泰弘

14:30
シンポジウム36

日本の被験者保護を考えるII
座長：山本　洋一、稲野　彰洋

16:00
シンポジウム37

第3回カルシウムセンシタイザー研究会
座長：國原 孝、松田 直之、福田 紀男

筒井 裕之、小野 稔 　　

8:50
一般演題（口演）6

薬物動態・薬力学／TDM2
座長：木村 利美
　　　三原 潔　

9:55
一般演題（口演）7

薬物有害反応／薬物相互作用
座長：斎藤 嘉朗
　　　菅原 満　

11:00
優秀発表賞審査セッション2

優秀演題2
座長：松本 直樹
　　　奥田 真弘

14:30
一般演題（口演）8
臨床試験／PPI
座長：花岡 英紀
　　　浅野 健人

15:35
一般演題（口演）9

臨床1
座長：金子 開知
　　　荒川 泰弘

16:40
一般演題（口演）10

臨床2
座長：大谷 直由
　　　下方 智也

13:20

座長：乾 直輝、高木 佳子
演者：小田切 圭一、磯村 玲子、
　　　志済 美樹、三宅 こず恵、
　　　前田 実花

17:50
閉会式

一般演題（ポスター）8 ポスター優秀演題2
一般演題（ポスター）9 ゲノム薬理学／バイオマーカー　非臨床
一般演題（ポスター）10 レギュラトリーサイエンス2
一般演題（ポスター）11 臨床1
一般演題（ポスター）12 薬物動態・薬力学／TDM2
一般演題（ポスター）13 臨床試験・治験1
一般演題（ポスター）14 臨床試験・治験2
一般演題（ポスター）15 臨床試験・治験3
一般演題（ポスター）16 医薬品情報／人工知能
一般演題（ポスター）17 臨床試験・治験4
一般演題（ポスター）18 臨床2
一般演題（ポスター）19 薬物有害反応／薬物相互作用
一般演題（ポスター）20 研究倫理／教育／その他


